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上柏田むつみ さくら台みどり野（人／日） 枠はモビリティ・マネジメントの実施月
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通勤ライナー お試し乗車券利用数

さくら台・みどり野
上柏田・むつみ

お試し乗車

券で初め

てかっぱ号

に乗車し

た, 19%

かっぱ号

の利用頻

度が増え

た, 33%

利用したこ

とが無い, 
48%

お試し乗車券は、かっぱ号利用の

きっかけ、増加に繋がりましたか

知ってい

る, 99.1%

知らない, 
0.9%

かっぱ号を知っていますか

お試し乗車券配布等の６年間のＭＭの取組による利用者定着までの道のり

和田　早永　/　㈱アルメックVPI　国内事業本部
内山　征　/　㈱アルメックVPI　国内事業本部
山根　学　/　牛久市経営企画部　政策企画課　公共交通対策室　室長
山口　大輝　/　牛久市経営企画部　政策企画課　公共交通対策室
岡本　直久　/　筑波大学　システム情報系　社会工学域　教授

　・居住者MM
　・バス利用促進
　・コミュニティ・バス
　・MM評価

H25年４月～　
牛久市コミュニティバスかっぱ号
通勤ライナー運行開始
●Ｈ23年度ＭＭの結果から公共
　交通利用への転換が期待でき
　る２ルートが対象
●朝夕の通勤時間帯に住宅地と
　駅を短時間で結ぶ

●内容　　　無料で乗れる「お試し乗車券」付きの路線図・時刻表と
　　　　　　健康・環境・経済面での啓発冊子を配布
●対象　　　通勤ライナー沿線の全世帯
●実施期間　運行開始のH25年から６年以上に及び配布を継続中
●実施月　　入学や就職で行動変化が大きい４月と、利用者数が
　　　　　　落ち込む傾向のある冬の始まる１２月の年２回

●通勤ライナー利用者数の増加
　H25年度のＭＭ開始当初の通勤ライナー利
　用者は５．２人/便であったが、H28年度まで
　増加し続け、H29年度以降は利用者が定着し、
　１．５倍の７～８人/便で推移している。

●お試し乗車券は、公共交通利用への転換のきっかけとなり、利用機
　会の増加に繋がっていることが分かった。
●新設路線は運行開始から徐々に周知され利用者数が伸びる特性が
　あるが、お試し乗車券配布で伸びを加速できると考えられる。
●通勤ライナーは運行開始から４年で利用者数の伸びが鈍化し、定着
　してきた。今後はさらに利用者を増やす新たな工夫が必要である。

Ｈ23年度　ＭＭ実施
　　                  ・啓発冊子配布
　　                  ・個別アドバイス
　　                  ・行動プラン法

茨城県牛久市は東京から約50㎞に位置し、
ＪＲ常磐線で東京へ通勤可能な立地である。

　背景と目的

　キーワード

通勤時間帯のＪＲ牛久駅東口
駅前広場は送迎車で混雑して
おり、駅前広場改良に合わせた
Ｋ＆Ｒスペース規模の適正化
と共に公共交通の利用促進が
求められた。

運行開始後ＭＭを継続的に実施
することで、自家用車での送迎か
ら通勤ライナー利用への転換を
狙った。

＜牛久市の位置＞

＜かっぱ号通勤ライナールートマップ＞

　プロジェクトの内容

利用実績やアンケート調査により定期的に
効果を検証し、牛久市地域公共交通会議で
モニタリングしている。

＜啓発冊子＞＜お試し乗車券付きの路線図・時刻表＞

＜牛久市地域公共交通会議＞

　お試し乗車券の効果
　お試し乗車券は、H25年４月は
　１９７枚の利用であったが、
　配布枚数を増やす工夫を行い、
　H30年12月は５９３枚利用され
　た。

●利用機会の創出・増加
　沿線市民アンケート調査でも、お試し乗車券が
　利用機会の増加に繋がったとの回答が約５割
　である。

●配布後の利用者数増加へ貢献
　配布月は前月よりも利用者数を増やす傾向があり、配布月以降の利用者数
　の増加にも貢献している。

　結論と今後の展開

●お試し乗車券の利用枚数の増加

　その他の取組
通勤ライナーに関する、その他のＭＭの内容を紹介する。
●イベントで公共交通ブースを設置　●公共交通マップの作成・配布

＜かっぱ号の車両展示＞ ＜牛久市公共交通マップ＞

＜公共交通アンケートと回答者へのくじ引き＞

＜ペーパークラフト＞

公共交通アンケート
では、かっぱ号の認知
度が９９％であり、市
民に認知されている
ことがわかった。


